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(一社) 資源・素材学会 東北支部 

秋季大会および若手の会 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年 11月 1日 (月) 

13:00～18:00 

 

オンライン(ZOOM)開催 

  



2021年度資源・素材学会 東北支部 秋季大会および若手の会次第 

 
1． 日  時    11 月 1 日 (月)  13:00～18:00 
 
2． 場  所    オンライン (Zoom) 
 
3.   スケジュール 
（第 1 部） 
   13:00 開会挨拶 
   13:10 若手技術者講演 
          資源分野・・・・・・・・・株式会社昭和石材工業所 水澤史生 氏 
          素材・リサイクル分野・・・堺化学工業株式会社   麻田雅幸 氏 
   14:20 休憩 
   14:30 東北支部 春季大会優秀賞受賞者インタビュー (下記を 4 名予定) 

久世萌日さん (東北 大・院) 
石田真英さん (東北 大・院) 
千葉拓永さん (岩手大・院) 
佐藤就太さん (東北 大・院) 

15:45 総評 
 

（第 2 部） 
   16:00 学生意見交換会 (オンライン座談会) 
          ※複数の部屋 (指定) を準備しますので、各自で飲食物を準備していただき， 

研究や大学生活などについて学生間交流をしていただきます． 
18:00 閉会の挨拶 

 
 
 
 
【オンライン接続 URL】 
接続先

URL：https://us02web.zoom.us/j/87419056428?pwd=WlZhVlkySERoampIQlVwVjRHWmd
VUT09 
ミーティング ID： 874 1905 6428 
パスコード： 831100 
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2021 年度資源・素材学会東北支部秋季大会および若手の会 学生意見交換会 

 
例年であれば、若手の会として、温泉に宿泊しつつ研究について語り、大学間の交流を深めるところ

でありますが、新型コロナウイルス感染の予防対策から本年度はオンラインで、学生意見交換会を開催

することと致しました。 
 学生意見交換会の流れは、以下のとおりとなります。 
 
(1)ZOOM に参加 

大会総評の終了後に一度退室し、15:55 になりましたら、以下の URL より再アクセスする。 
https://us02web.zoom.us/j/89571580876?pwd=OHpyK2RuRXhSMWoveFYyUVY0SytLUT09 
(ミーティング ID： 895 7158 0876、パスコード： 843614) 
 

(2)氏名の変更 

ZOOM 上の名前を「氏名_所属」となっているか確認をする。 
 

(3)乾杯(16:00) 

全員で乾杯をしますので、各自飲み物(アルコール可)を準備して下さい。 
 

(4)各部屋に入室 

ZOOM のメニュー画面から、ブレイクアウトルーム選択し、下表のとおり自分が割り振られた部屋に

入室して下さい。 

 

(5)自己紹介 

 全員揃ったら、進行は名簿の 1 番上の人(不在の場合は 2 番の人)が行い、順番に所属氏名と研究テー

マを 1 人 1～2 分程度で紹介する。 
 
(6)フリートーク 1回目(16:05～17:00) 

 割り振られたブレイクアウトルームで、自由な話題でトークをする。 
※話題の例 

 ・研究テーマついての質問 
 ・新型コロナウイルスの各大学の対応状況 
 ・研究室の雰囲気 
 ・地域自慢(観光スポット、食べ物、地酒・・・・) 
 

 (7)フリートーク 1回目終了(17:00) 

 終了時刻が近くなったら、ブレイクアウトルームを退室し下さい。 
  

【資】 【源】 【素】 【材】 【東】 【北】 
久世萌日_東北大 石田真英_東北大 千葉拓永_岩手大 佐藤就太_東北大 桔梗貴史_岩手大 奥寺俊暉_岩手大 
松川 魁_岩手大 ヤン・ジェソー_岩手大 篠崎崇智_東北大 渡邉喬介_東北大 竹内皓哉_秋田大 田中涼大_東北大 

吉岡里奈_東北大 青木瞭太_秋田大 木村 匠_秋田大 Blackie Korul Yayabu_秋田大 藤原真也_岩手大 柳沢 碧_岩手大 

菊地高羅_岩手大 大平誠人_岩手大 栗原智紀_岩手大 長内嵩法_岩手大 亀山広美_秋田大 松葉由莉_秋田大 

樋江井純平_秋田大 茅根瑛人_秋田大 上田早紀_秋田大 小野寺和輝_秋田大 北岡駿一_秋田大 樋口佳冴_秋田大 

出﨑 陸_秋田大 吉田朱里_東北大  末竹颯大_岩手大   
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(8)フリートーク 2回目(17:05～18:00) 
   ただし、各部屋の話すテーマは以下のとおりとしますので、好きなブレイクアウトルームにご参

加下さい。途中の移動も自由です。入室時に簡単な自己紹介をして下さい(チャット機能を使っても

可)。 
【資】研究について、とことん語りたい。 
【源】将来の進路・就職について語りたい。 
【素】新型コロナについて語りたい。 

 【材】参加学生の地域(食べ物、観光地等々・・・)の話を語りたい。 
 【東】溜まっている愚痴を吐き出したい。 
 【北】お酒について語りたい。とりあえず飲みたい。 
 
(9)閉会 (18:00) 
  終了時刻がきたら、ブレイクアウトルームを退室して下さい。若手の会会長より総評があります。 
 
 
 
【補足説明】 

・意見交換会は飲食可ですので、各自で開始時間までに準備して下さい。 

・飲食時の部屋における感染症対策は各自でお願いします。 

・ブレイクアウトルームには、教員は入室しませんので、学生同士で助け合いながら進行して下さい。 

・フリートーク中、話しが無くなった場合は、部屋の年長者が話題ふりをお願いします。 

・困ったことがあったら、ブレイクアウトルームを一時退室すれば、教員が待機しています。 
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学生意見交換会 (オンライン座談会) 

自己紹介文 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記 ZOOMのブレイクアウトルームごとに掲載しています。 

 

 

  

【資】 【源】 【素】 【材】 【東】 【北】 
久世萌日_東北大 石田真英_東北大 千葉拓永_岩手大 佐藤就太_東北大 桔梗貴史_岩手大 奥寺俊暉_岩手大 
松川 魁_岩手大 ヤン・ジェソー_岩手大 篠崎崇智_東北大 渡邉喬介_東北大 竹内皓哉_秋田大 田中涼大_東北大 

吉岡里奈_東北大 青木瞭太_秋田大 木村 匠_秋田大 Blackie Korul Yayabu_秋田大 藤原真也_岩手大 柳沢 碧_岩手大 

菊地高羅_岩手大 大平誠人_岩手大 栗原智紀_岩手大 長内嵩法_岩手大 亀山広美_秋田大 松葉由莉_秋田大 

樋江井純平_秋田大 茅根瑛人_秋田大 上田早紀_秋田大 小野寺和輝_秋田大 北岡駿一_秋田大 樋口佳冴_秋田大 

出﨑 陸_秋田大 吉田朱里_東北大  末竹颯大_岩手大   

29



【資】の部屋 

 

 

 

 

 

 

  

塩化物系溶融塩中で使用可能なカチオン濃度センサーの開発 
松川魁（岩手大学大学院  総合科学研究科 理工学専攻・2 年） 
 
 私は大学ではボルダリング部に所属し、現在でも週に何度かボルダリングを続

けており、健康維持と気分転換となっています。また私は写真撮影を趣味として

おり、普段はボルダリング仲間の写真を撮影しているとともに、来年の春からは

カメラレンズメーカーに就職する予定です。 
研究ではチタン製錬プロセスの溶融塩電解工程における浴中の MgCl2 濃度を

リアルタイムで測定できるセンサーの開発に向けて研究しています。固体電解質

の LaOCl-CaO を用いた起電法による測定により濃度を測定するというもので

す。現在はセンサーの耐久性向上に向けて研究に励んでいます。 

珪酸塩型土壌改良材の加速風化作用を利用した大気中 CO2 除去の実験的検証 
吉岡里奈（東北大学大学院環境科学研究科・修士 1 年） 
現在, CO2等の温室効果ガスの大規模削減が全世界的に求められている。Beerling 
et al.（Nature, 2020）は珪酸塩型土壌改良材の加速風化作用を利用した大気中 CO2

の大規模除去の可能性を示し, 2050 年までに CO2総排出量の 1.5～6％を削減可能

であると見積っている。しかし，この CO2 削減量の見積は，土壌内での物質移動

現象や風化速度の変化, 土壌種の影響，気候などを考慮せずに得られた計算結果

である。そこで本研究では，大気中 CO₂除去技術の効果およびその支配要因を実

験的に明らかにする。これまでに, 黒ボク土にセメントを添加した場合は添加し

ない場合と比較して約 5 倍の CO2濃度となることがわかった。また, 土壌種によ

って CO2除去量が異なることが示唆された。 

ベントナイト泥水を用いた細骨材流動性評価の試み 
菊地高羅（岩手大学・４年） 
 
これまで骨材の粒形が及ぼす流動性に関する影響を調べる実験は、フレッシュモ

ルタルやフレッシュコンクリートが用いられてきた。しかしそれではモルタルや

コンクリートの練り混ぜに、多くの労力と費用がかかることや、実験対象である

細骨材以外のパラメーターが増え、複雑化してしまう。そのため本研究では、細

骨材がフレッシュモルタルやフレッシュコンクリートに及ぼす流動性の影響に

ついて、細骨材単体での測定を目標として取り組んでいる。流動性を評価するに

あたって本研究では、回転粘度計を用いて細骨材とベントナイト泥水を混ぜ合わ

せた擬似モルタルを用いて粘土の測定を行なっている。 
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① ヒ素含有銅鉱物と非ヒ素含有銅鉱物の浮遊選鉱法における分離 
② 氏名 出崎 陸 （秋田大学・４年次） 
③ 近年、硫ㇶ銅鉱等のヒ素含有銅鉱物を原因に銅鉱石中の As 品位が高い傾向

にあり、ヒ素含有銅鉱物非ヒ素含有銅鉱物を分離することが求められていま

す。しかし、代表的な銅鉱物である黄銅鉱と硫ㇶ銅鉱は化学的および物理的

な性質が類似しているため分離条件が確立していません。分離ができないと

環境対策などへの負荷が増加してしまうため銅鉱石中のヒ素を除去すること

が求められています。これまでは黄銅鉱と硫ㇶ銅鉱それぞれの鉱物標本を用

いて試験を行い、今後は２つの鉱石の混合試料での試験を行う予定です。 

低品位鉄鉱石のアップグレード及び品質改善プロセスの開発 
樋江井純平（秋田大学・B4） 
 
愛知県出身。陸上部。ゲームが好きです。最近自転車を手に入れたのでサイクリ

ングにも興味があります。今は鉄鉱石処理の研究をしており、今年度は陽イオン

捕収剤を用いた浮遊選鉱を中心に取り組んでいました。来年度からはカルシウム

イオンにより石英を活性化させた脂肪酸浮選に取り組んでいく予定です。浮選に

限らない品質改善を模索しているので色々意見交換ができればと思っています。

よろしくお願いします。 
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【源】の部屋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飛散粉じん中重金属成分の呈色反応を利用した簡易画像解析モニタリング法に

関する研究 
ヤン ジェソー（岩手大学大学院・修士課程 1 年） 
 
私が取り組んでいる研究は、大気飛散粉じん中に含有される重金属成分の簡易モ

ニタリング法です。気候変化による自然災害が増加し、被害を受ける人が増えて

います。災害後、復旧の際には、様々な廃棄物が発生します。その廃棄物の中に

は、重金属成分が含まれる恐れがあり、二次環境汚染や人間の健康に悪影響を与

える可能性があります。その被害を防ぐため、廃棄物処理の時に発生する粉じん

の種類と量をより簡単なモニタリング方法で迅速に判定することが目的です。現

在は、正確な判定ができる新たなモニタリング方法を検討しています。 

 

第一級アミン化合物を抽出剤として用いた金属混合溶液からのロジウム(Rh)の
選択回収 
氏名 青木瞭太（秋田大学大学院理工学研究科有機材料化学研究室 修士 1 年） 
 
白金族金属(PGM)は産業的に重要であり、リサイクルが望まれる。本研究では、

種々の検討により得られた Rh 抽出の可能性がある 4- Aminobenzophenone 誘導

体を合成し、抽出剤として用い Rh 選択回収を達成することを目的とする。今回

合成した Rh 抽出剤を用いて自動車触媒浸出模擬溶液から回収実験を行ったとこ

ろ、Rh を高効率・高選択的に回収でき、本研究で合成した Rh 抽出剤は有効であ

ることが示された。抽出機構解析から、今回合成した Rh 抽出剤を用いた Rh の

抽出機構は Rh：アミン＝1:14 となることが示された。 

岩石用極低温三軸圧縮試験装置の開発及び実証実験 
大平 誠人（岩手大学・４年） 
 
液化天然ガス等の極低温液化燃料の岩盤内貯蔵方式の設計・施工で行われる空洞

周辺岩盤の熱応力解析では，極低温環境下における飽和含水岩石の強度定数（粘

着力・内部摩擦角）が必要となる．しかし，国内外を問わず極低温下までの温度

範囲における強度定数を報告した例は少ない．その理由として，一般に岩石の強

度定数の測定に用いられる三軸圧縮試験は，封圧載荷に流体圧を用いるため，供

試体の冷却保持が極めて難しいことが挙げられる．そのため，低温環境で流体圧

として作用する高級潤滑油（Daphne7474）に着目し，極低温下で実験可能な岩石

用三軸圧縮試験装置の開発を大学院生と共同で行なっている． 
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デンドロン修飾 CdS 量子ドットのフォトルミネッセンスに関する研究 
吉田 朱里（東北大・学部 4 年（学生）） 
 
量子ドットとは粒径が数十~数 nm の半導体ナノ粒子である．粒径に伴いバンド

ギャップが変化し，そのうえ高純度な色の発光をもたらすため，発光材料や発光

デバイスへの応用が期待されている．本研究では，半導体的な性質を持つチオフ

ェンデンドロンと CdS 量子ドットとをハイブリッド化させ，そのフォトルミネ

ッセンスの制御を試みる．成果としては，近頃実験が始まったばかりであり，現

状としては量子ドットの合成までしか進んでいない．今後は，他の学生が作って

いるチオフェンデンドロンを配位子交換によって付け，様々な測定を通じて，フ

ォトルミネッセンスの変化を研究していく予定である． 

銅鉱石分離試験向上における新規浮選剤の検討 

 
氏名 茅根 瑛人（秋田大学 4 年次） 
 
上記の研究テーマを基に様々な条件における銅鉱石試験において最適な捕収剤

を特定する研究を行っております。 

もし私の研究が上手くいけば日本の産業の発展に間接的に寄与できる潜在能力

があると考えております。 

日々使用する王水の取り扱いにビクビクしている毎日ですが頑張って研究成果

を積み重ねております。 
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【素】の部屋 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドローンを用いた画像解析による大気中飛散粉じんの自動モニタリング法に関

する研究 
氏名（岩手大学大学院 地域創生専攻 地域・コミュニティデザインコース・1 年 
千葉拓永） 
 
従来の大気中飛散粉じん量推定方法では、多地点モニタリングが容易でないこと

や時間がかかってしまうことから、ミクロ繊維シート(MFS)を用いた画像解析に

よる捕集粉じん量推定方法によって迅速かつ容易に推定できるのではないかと

考え研究を行ってきました。これまでの研究で、このモニタリング方法の実用性

が示されたためこれからはドローンを用いた自動モニタリングを進めていきた

いと考えています。 

バスケット電解法を適用した低品位粗銅アノードを用いる電解精製プロセス 
篠崎 崇智（東北大学 環境科学研究科 柴田(悦)研究室・修士 1 年） 
 
E-scrap と称される PC などの廃電子基板は、貴金属を多く含む二次原料として銅

製錬プロセスを活用して処理される。しかし、高濃度の不純物を含む粗銅（ブラ

ックカッパー）をアノードとする電解工程では、アノード表面に不溶性の絶縁皮

膜が形成されることで電解が停止するために（不動態化）、通常の工程で処理する

ことが困難である。本研究ではアノードを従来の板状から小径ショット状に変更

して不溶性バスケットに充填して電解を行うことで、表面から 1 mm 不動態化し

ても十分に溶解できる電解プロセスを検討し、高導電性の Ag を含有または非含

有の Cu 合金試料を用いた電解実験を行うことで、導通におけるアノード組成の

影響を明らかにする。 

酸化焙焼および硫酸浸出工程における亜鉛精鉱中ケイ酸鉱物の影響 
氏名 木村匠（秋田大学・修士 1 年） 

 
亜鉛製錬工程では、亜鉛精鉱を酸化焙焼し、亜鉛精鉱に含まれる硫化亜鉛は酸化

亜鉛となるが、一部の酸化亜鉛は二酸化ケイ素と反応し、ケイ酸亜鉛を生成する。

生成されたケイ酸亜鉛は工程内の濾過性悪化の要因となっているため、焙焼工程

でケイ酸亜鉛が生成される条件を解明する必要がある。本研究では、亜鉛精鉱に

含まれる硫化亜鉛、二酸化ケイ素、カリ長石がケイ酸亜鉛を生成する条件、浸出

後の濾過溶液における溶出条件の解明を目的として実験を行った。結果として、

酸化焙焼および硫酸浸出工程において、亜鉛精鉱中にケイ酸鉱物が含まれている

と、ケイ酸亜鉛が生成され、特にカリ長石の場合に多く溶出することを明らかに

した。 
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所属：岩手大学 物理材料理工学科 4 年 
氏名：栗原智紀 
 
私は栃木県大田原市出身です。高校時代、部活動は小学校から続けているサッカ

ーをしていました。学業でも高校入学時から進学希望していた岩手大学に入学す

ることができました。進学希望していたのも、祖父母の家が、岩手県北上市にあ

り、もともと岩手県にはゆかりがあり、一人暮らしをするなら岩手県がいいなと

思っていたのもありました。 
私は現在、鉛の電解製錬における添加剤の効果について研究しています。先月か

ら始めた実験ですので、まだ実績などは出ていませんが、大学院への進学も決ま

っていますので、これから研究に励みたいと思っています。 
 

加熱・振動および鉛スズ合金溶体への浸漬による基板からのスズの回収について

の研究 
上田早紀（秋田大学 資源処理・製錬プロセス工学研究室４年(学生）） 
 
現在、日本におけるスズの供給状況は約 9 割が輸入、国内でのリサイクルは約 8%
である。また、廃電子基板に対する銅製錬では大部分のスズがスラグへ移行して

しまう。今研究では、銅製錬炉に投入する前段階において廃電子基板からスズ(は
んだ)を回収することを目的としている。研究状況として現在、廃電子基板に付着

しているはんだを加熱・振動させて回収する試験、鉛スズ溶体へ浸漬し回収する

試験を同時並行で研究している。加熱・振動試験では、はんだの回収率 3~4 割の

成果を得ている。 
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【材】の部屋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

廃アルミニウムスクラップの溶融塩電解法によるリサイクル 
渡邉喬介 (東北大学工学研究科金属フロンティア工学専攻・修士一年) 
 
従来は使用済みの展伸材から鋳造合金へのリサイクルが廃アルミニウムのリサ

イクルで行われておりましたが、現在、この鋳造合金の約 90%が自動車のエンジ

ンブロックに使用されています。しかし、昨今の電気自動車などの発展に伴い、

エンジンからモーターに切り替わることが見込まれ、自動車エンジンの需要が下

がることが見込まれます。また、同時にエンジン材として用いられている鋳造合

金の需要も減少することが予測されます。そこで、私の研究では、鋳造アルミニ

ウム合金から展伸材へとリサイクルすることを研究しております。実験手法は、

溶融塩電解により、リサイクルを行っております。 

資源・素材学会東北支部若手の会に関する研究 
理工学部 物理・材料理工学科マテリアルコース 4 年 関本研究室所属 
長内嵩法 
薄板を直接生産可能なチタン製錬プロセスに向けた基礎研究を行っています。チ

タンは高融点であり、強度が高いため現行の製錬プロセスにおいて加工や溶解に

対するコストの高さが課題となっています。そこでチタン薄膜を直接製錬するプ

ロセスに向けた基礎研究を行っており、プロセスに最適な方法や材料を模索して

おります。 

貴金属を選択的に回収する抽出剤の開発に関する研究 
氏名 秋田大学_小野寺和輝（4 年）  

 
工業的な貴金属回収プロセスの一つである溶媒抽出工程で用いられる抽出剤の

開発を行っております。溶媒抽出とは、混ざりあわない２つの相（有機相・水相)
を接触させて、水相中の目的金属のみを有機相中の抽出剤と錯体を形成させるこ

とにより分離する工程です。主に金・パラジウムをターゲットとして、高い酸性

溶液中においても貴金属の抽出能力を失わず、選択的かつ迅速にこれを回収する

ことのできる抽出剤の開発を目的として日々研究を行っております. 
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LaOCl-CaO 粉末の粒径、焼結体の焼結時間・温度変化における分析 
氏名：末竹 颯大 
所属：岩手大学 理工学部 物理材料理工学科 マテリアルコース 4 年 

           
        〈自己紹介〉 
          出身は青森県八戸市です。小、中、高と野球部に所属していました。大学では

ボクシング部に所属しており、1 年次には優秀新人賞を頂きました。 
          卒業研究としては、Ti 精錬プロセスにおける Mg 溶融塩電解工程で使用する

塩素ポテンシャル測定センサーの開発をしています。材料には固体電解質であ

り、塩化物イオン伝導性の高い LaOCl-CaO を用いており、緻密な焼結体を得る

ことを私の研究目標としています。 
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【東】の部屋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩石用極低温三軸圧縮試験装置の開発及び実証試験 
桔梗 貴史（岩手大学・修士 1 年） 
 
極低温液体燃料（LNG，LPG 等）の岩盤内貯蔵方式の設計・施工で実施される空

洞周辺岩盤の熱応力解析では，水や氷が内在する岩盤の強度定数（粘着力・内部

摩擦力）が必要となる．しかしながら，極低温までの温度範囲において強度定数

を報告した例は国内外を問わず少ない．その理由として一般に岩石の強度定数の

測定に用いられる三軸圧縮試験は，封圧載荷に流体圧を用いるため供試体を冷却

保持することが極めて難しいことにあると考えられる．私の研究では，低温環境

で流体圧として作用する高級潤滑油(Daphne7474)に着目し，極低温下で実験可能

な岩石用三軸圧縮試験装置の開発を行っている． 

銀の電解精製に関する研究 
藤原真也（岩手大学理工学部物理・材料理工学科マテリアルコース・四年） 
 
金や銀の製錬は, Cu や Pb の製錬後に行われ, 非鉄製錬における貴金属は製錬所

の利益源となっている. よって多くの貴金属を含む原料を用いて製錬し, 回収量

を増やすことが操業上の目標となる. 本研究では, そのなかでも銀の電解精製に

おいて, アノード中の不純物(Au, Pt, Pd)品位が上昇したときに電解に及ぼす影

響を調査している. 現在は試料の作製と SEM-EDS による観察を行っている. 

純物除去を目的とした高リン鉄鉱石に対する選鉱学的手法の検討 
秋田大学 竹内 皓哉 修士 1 年 
 
近年、製鋼原料である鉄鉱石の Fe 品位低化と共にアルミナ(Al₂O₃)、シリカ

(SiO₂)、リン(P)などの不純物品位が増加傾向にあります。通常、これらの不純

物は製鋼プロセス中で除去されますが、鉄鉱石中の不純物品位の増加はスラ

グ量および製鋼プロセスのエネルギー消費量の増加につながるため、製鋼プ

ロセス前に除去する必要があります。私は、不純物を多く含む鉄鉱石を対象

に、磁力選別、浮遊選鉱、アルカリ焙焼による不純物除去を検討しています。 
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溶融炉におけるメタル回収のための溶融技術の高度化 
亀山広美 秋田大学 資源処理・製錬プロセス工学研究室 4 年 
 
廃棄物中から価値ある金属を回収する研究を行っております。炉内で廃棄物を高

温で溶融しスラグという酸化物にします。そのスラグ中にあるメタルを回収する

ためにスラグの粘度を下げてメタルが沈降しやすいようにすることを目的とし

ています。スラグの粘度を下げるために炉内温度、炉内雰囲気、スラグの成分調

整を考慮して粘度測定を行っていく予定です。 
 

「廃プラスチックおよびバイオマスの製錬炉燃料化」 
北岡 駿一（秋田大学 資源処理・製錬プロセス工学研究室・4 年（学生）） 
 
廃プラスチックの総排出量は年間約 900 万 t であり、国内での処分量が増加して

いる。そのため、廃プラスチックを小坂製錬(秋田県)の TSL 炉で現在燃料として

いる石炭の代替化を目的としている。現段階では、純粋系のプラスチックを用い

て物性を調べており、近赤外域でのプラスチックのソーティング試験、粉砕試験、

有用な熱源であるか評価するための熱量測定の主な 3 つの試験をおこなってい

る。ソーティング試験では色の濃いもの同士(黒など)の選別は困難であり、粉砕

試験では液体窒素を用いることにより、粉砕処理量が増加することが判明した。 
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【北】の部屋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鉛電解精製工程における添加剤効果の定量的評価 
奥寺 俊暉 (岩手大学大学院 理工学専攻 修士 2 年) 
 
鉛の電解精製は、Betts 法と呼ばれる、電解液に H2SiF6-PbSiF6 溶液を用いる方

法で行われている。電解液には電析形態を改善するため、電析鉛を平滑化する効

果があるにかわや Aloin(アロエ抽出物)、結晶粒微細化効果があるリグニンスル

ホン酸(LS)などを添加している。電析形態が悪化すると操業上の問題を引き起こ

すため、添加剤の管理は操業上重要である。しかし、添加剤の管理を目視と経験

に頼っているのが現状であり、添加剤の濃度や効果を定量的に評価するための指

標が必要である。そこで本研究は、添加剤の濃度が鉛の電析形態に与える影響に

ついて調査し、添加剤の効果について定量的に評価することを目標としている。 

資源・素材学会東北支部若手の会に関する研究 
柳沢碧（岩手大学・4 年） 
 
硬岩の動的変形特性を求めるために、花崗岩の三軸繰り返し圧縮試験を行ってい

ます。動的変形特性を求めることによって、地震動などにおける硬岩の力学的挙

動を考察することができます。岩盤構造物は一般的に地震に対して安全であると

信じられ、岩盤構造物の耐震性評価は原子力発電所や大規模な地下空洞などの重

要な構造物のみが対象となっていた。最近では東北地方太平洋沖地震の影響によ

り、地震動の解析方法も静的解析から動的解析へと移行している。しかし、現状

では岩石の動的変形特性の明確な基準が存在しておらず、現在それを明らかにす

べく研究をしています。 
 
 

資源・素材学会東北支部若手の会に関する研究 
氏名 松葉由莉（所属 秋田大学・学年 ４（役職）） 
 
Pd を対象とした抽出剤の開発 
白金族金属は化学的安定性、展延性、熱・電気伝導性に優れており、自動車排ガ

ス触媒や電子部品、宝飾品などの幅広い分野で用いられている。しかし、供給リ

スクを内包しているためリサイクルにより資源を回収することが重要な課題と

なっている。現在、一般的に用いられている溶媒抽出法では Pd に対しＤＯＳが

抽出剤として用いられている。ＤＯＳには抽出速度が遅いこと、酸により劣化す

るなどの短所があるため、これに代わる Pd に対し高選択性がある抽出剤を合成

し機能評価しています。 
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物理選別技術を用いたスラグ中有価金属の分離回収条件の検討 
樋口佳冴（秋田大学・4 年） 
 
一般・産業廃棄物などの焼却灰、下水汚泥、廃プラ、リサイクル残渣など様々な

廃棄物を溶融する炉を都市鉱山開発し、生成されたスラグから金銀銅などのメタ

ルを高濃度で回収するための、物理選別技術を用いたメタル分離プロセスの開発

を目的としています。磁力選別、比重選別を主な選別手法として、スラグ中から

のメタル回収率 70％を目標としていますが、現時点での磁力選別を用いたメタル

の回収率は最高で 40％弱と低い。今後は適正粒径や単体分離性の考察をし、なぜ

非磁着物中にメタルが残留したのか調査する予定。 
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